
会 

長 
 

森 

岡 

耕 

平 

府
中
市
立
府
中
第
一
中
学
校 

 

 

 

教
科
化
を
前
に
今
夏
、
都
内
の
各
区

市
町
村
に
お
い
て
、
中
学
校
道
徳
科
の

教
科
書
採
択
が
行
わ
れ
、
年
間
三
十
五

時
間
の
指
導
計
画
の
作
成
に
向
け
て
各

中
学
校
の
準
備
も
具
体
的
に
始
ま
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
皆
さ
ん
の
学
校
で

の
進
捗
状
況
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。 

「
中
学
校
学
習
指
導
要
領
（
平
成
二

十
九
年
告
示
）
解
説 

特
別
の
教
科 

道
徳
編
」
が
発
行
さ
れ
、
私
た
ち
が
手

に
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
一
学
期

末
の
こ
と
で
し
た
。
ウ
ェ
ブ
上
で
は
公

開
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
道
徳
科
開
設

の
全
貌
を
す
べ
て
の
先
生
た
ち
が
知
り

得
る
た
め
に
は
ま
だ
時
間
が
必
要
だ
と

思
わ
れ
ま
す
。 

 

道
徳
科
で
は
、
生
徒
に
特
定
の
価
値

観
を
押
し
付
け
た
り
、
主
体
性
を
も
た

ず
言
わ
れ
る
ま
ま
に
行
動
す
る
よ
う
な

指
導
を
廃
し
、
生
徒
が
多
様
な
価
値
観

の
、
時
に
対
立
が
あ
る
場
合
を
含
め
て
、

誠
実
に
そ
れ
ら
の
価
値
に
向
き
合
い
、

道
徳
と
し
て
の
問
題
を
考
え
続
け
る
姿

勢
を
大
切
に
し
ま
す
。
ま
た
、
発
達
の

段
階
に
応
じ
、
答
え
が
一
つ
で
は
な
い

道
徳
的
な
課
題
を
一
人
一
人
の
生
徒
が

自
分
自
身
の
問
題
と
捉
え
、
自
分
と
向

き
合
い
「
考
え
る
道
徳
」
、
「
議
論
す
る

道
徳
」
へ
と
転
換
を
図
ろ
う
と
す
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
ま
し
た
。 

そ
の
目
標
は
、「
よ
り
よ
く
生
き
る
た

め
の
基
盤
と
な
る
道
徳
性
を
養
う
た
め
、

道
徳
的
諸
価
値
に
つ
い
て
の
理
解
を
基

に
、
自
己
を
見
つ
め
、
物
事
を
広
い
視

野
か
ら
多
面
的
・
多
角
的
に
考
え
、
人

間
と
し
て
の
生
き
方
に
つ
い
て
の
考
え

を
深
め
る
学
習
を
通
し
て
、
道
徳
的
な

判
断
力
、
心
情
、
実
践
意
欲
と
態
度
を

育
て
る
。
」(

中
学
校
学
習
指
導
要
領 

第
３
章
特
別
の
教
科
道
徳 

第
１
目

標)

と
さ
れ
ま
し
た
。 

内
容
に
つ
い
て
は
、
い
じ
め
の
問
題

等
へ
の
対
応
の
充
実
や
発
達
の
段
階
を

よ
り
一
層
踏
ま
え
た
体
系
的
な
も
の
に

改
善
す
る
と
共
に
、「
個
性
の
伸
長
」「
相

互
理
解
、
寛
容
」「
公
正
、
公
平
、
社
会

正
義
」
「
国
際
理
解
、
国
際
親
善
」
「
よ

り
よ
く
生
き
る
喜
び
」
の
内
容
項
目
を

小
学
校
に
追
加
し
、
中
学
校
で
は
二
十

二
の
内
容
項
目
に
整
理
さ
れ
ま
し
た
。 

 

さ
ら
に
指
導
方
法
と
し
て
、
問
題
解

決
的
な
学
習
や
体
験
的
な
学
習
な
ど
を

取
り
入
れ
、
読
み
物
の
登
場
人
物
の
心

情
理
解
の
み
に
偏
っ
た
形
式
的
な
指
導

や
発
達
の
段
階
な
ど
を
十
分
に
踏
ま
え

ず
、
児
童
生
徒
に
望
ま
し
い
と
思
わ
れ

る
分
か
り
き
っ
た
こ
と
を
言
わ
せ
た
り

書
か
せ
た
り
す
る
現
状
の
改
善
と
工
夫

が
求
め
ら
れ
ま
し
た
。 

そ
の
上
で
、
評
価
に
つ
い
て
「
生
徒

の
学
習
状
況
や
道
徳
性
に
係
る
成
長
の

様
子
を
継
続
的
に
把
握
し
、
指
導
に
生

か
す
よ
う
努
め
る
必
要
が
あ
る
。
た
だ

し
、
数
値
な
ど
に
よ
る
評
価
は
行
わ
な

い
も
の
と
す
る
。
」
（
中
学
校
学
習
指
導

要
領
「
第
３
章 

特
別
の
教
科 

道
徳
」

の
「
第
３ 
指
導
計
画
の
作
成
と
内
容

の
取
扱
い
」
の
４
）
と
明
記
さ
れ
、
一

人
一
人
の
よ
さ
を
伸
ば
し
、
成
長
を
促

す
た
め
の
個
人
内
評
価
が
新
た
な
取
組

と
し
て
示
さ
れ
ま
し
た
。 

こ
の
こ
と
を
改
め
て
、
六
十
年
前
の

中
学
校
学
習
指
導
要
領 

第
１
章
総
則 

第
３
道
徳
教
育
（
昭
和
三
十
三
年
改
訂

版 

文
部
省
）
と
比
較
し
て
み
る
と
、

「
道
徳
の
時
間
に
お
い
て
は
、
各
教
科
、

特
別
教
育
活
動
お
よ
び
学
校
行
事
等
に

お
け
る
道
徳
教
育
と
密
接
な
関
連
を
保

ち
な
が
ら
、
こ
れ
を
補
充
し
、
深
化
し
、

統
合
し
、
ま
た
は
こ
れ
と
の
交
流
を
図

り
、
生
徒
の
望
ま
し
い
道
徳
的
習
慣
、

心
情
、
判
断
力
を
養
い
、
社
会
に
お
け

る
個
人
の
あ
り
方
に
つ
い
て
の
自
覚
を

主
体
的
に
深
め
、
道
徳
的
実
践
力
の
向

上
を
図
る
よ
う
に
指
導
す
る
も
の
と
す

る
。
」
と
し
、
そ
の
内
容
は
、
「
教
師
も

生
徒
も
い
っ
し
ょ
に
な
っ
て
理
想
的
な

人
間
の
あ
り
方
を
追
求
し
な
が
ら
、
わ

れ
わ
れ
は
い
か
に
生
き
る
べ
き
か
を
共

に
考
え
、
共
に
語
り
合
い
、
そ
の
実
行

に
努
め
る
た
め
の
共
通
の
課
題
で
あ

る
。
」
（
第
３
章 

道
徳
、
特
別
教
育
活

動
お
よ
び
学
校
行
事
等 

第
２ 

内

容 

）
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
道

徳
の
教
科
化
は
、
そ
の
目
標
と
内
容
に

都
中
道
研 
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お
い
て
大
き
く
変
わ
ら
ず
、
方
法
と
評

価
に
お
い
て
新
た
に
な
っ
た
と
捉
え
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。 

 

そ
の
結
果
、
多
様
な
指
導
方
法
や
多

様
な
評
価
文
例
集
が
現
れ
、
道
徳
科
に

つ
い
て
何
か
ら
、
ど
う
手
を
付
け
、
準

備
を
し
て
い
く
べ
き
か
混
沌
と
し
た
現

状
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。 

 

こ
の
混
沌
か
ら
の
脱
出
の
鍵
は
、
新

た
な
取
組
に
向
け
て
、
ま
ず
は
道
徳
の

時
間
の
創
設
以
来
、
一
貫
し
て
い
る
目

標
と
内
容
を
改
め
て
捉
え
、「
道
徳
的
諸

価
値
に
つ
い
て
の
理
解
を
基
に
、
自
己

を
見
つ
め
、
物
事
を
広
い
視
野
か
ら
多

面
的
・
多
角
的
に
考
え
、
人
間
と
し
て

の
生
き
方
に
つ
い
て
の
考
え
を
深
め
る

学
習
」
の
実
践
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。 

 

今
年
度
の
本
研
究
会
の
事
業
と
し
て
、

総
会
、
研
修
会
、
公
開
授
業
研
究
会
を

開
催
し
、
授
業
づ
く
り
を
中
心
と
し
た

研
究
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

 

研
究
部
で
は
、
毎
月
一
回
の
定
例
会

の
前
半
に
誰
で
も
気
軽
に
参
加
で
き
る

授
業
づ
く
り
研
修
会
を
開
催
し
て
い
ま

す
。
そ
し
て
後
半
で
は
全
国
大
会
、
関

東
甲
信
越
大
会
に
向
け
た
代
表
発
表
の

研
究
協
議
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

ま
た
都
内
全
中
学
校
を
対
象
と
し
た

道
徳
教
育
に
関
す
る
調
査
活
動
、
事
例

紹
介
を
今
年
度
も
実
施
さ
せ
て
頂
き
ま

す
。
年
度
末
に
は
そ
の
結
果
を
紀
要
に

ま
と
め
各
校
に
配
布
し
、
教
科
化
に
向

け
た
資
料
と
し
て
ご
活
用
頂
け
る
よ
う

取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。 

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
今
年
度
も

本
研
究
会
の
活
動
へ
の
ご
理
解
と
ご
支

援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。 

 事
務
局
だ
よ
り 

 

事
務
局
長 

池

田

富

太

郎 

中
央
区
立
佃
中
学
校 

 

一 

総
会
・
研
修
会 

  

平
成
三
十
年
五
月
十
一
日
（
金
）
中

野
サ
ン
プ
ラ
ザ
研
修
室
に
て
、
平
成
三

十
年
度
の
総
会
・
研
修
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。 

総
会
に
お
い
て
、
森
岡 

耕
平
会
長

（
府
中
市
立
府
中
第
一
月
中
学
校
統
括

校
長
）
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

副
会
長
、
会
計
監
査
以
下
各
部
長
・
副

部
長
も
承
認
さ
れ
、
新
た
な
体
制
が
整

備
さ
れ
ま
し
た
。
翌
年
二
月
十
五
日
に

実
施
さ
れ
る
「
研
究
発
表
大
会
」
及
び

翌
四
月
の
「
特
別
の
教
科 

道
徳
」
完

全
実
施
に
向
け
、
充
実
し
た
活
動
を
行

っ
て
い
こ
う
と
い
う
熱
意
に
満
ち
た
総

会
・
研
修
会
と
な
り
ま
し
た
。 

総
会
で
の
主
な
承
認
事
項
及
び
研
修

会
の
概
要
は
次
の
通
り
で
す
。 

 

 

  
(

一)

総
会 

 

平
成
二
十
九
年
度
活
動
報
告
・
決
算

の
承
認
、
三
十
年
度
活
動
計
画
・
予
算

の
承
認
・
新
役
員
の
承
認
等
が
行
わ
れ

ま
し
た
。 

 

今
年
度
の
研
究
主
題
は
、「
指
導
と
評

価
」
に
決
ま
り
ま
し
た
。
こ
の
主
題
は
、

研
究
大
会
の
大
会
主
題
と
同
じ
で
す
。

ま
た
、
全
国
大
会
・
関
東
甲
信
越
ブ
ロ

ッ
ク
大
会
に
お
け
る
都
中
道
研
の
提
案

内
容
と
関
連
さ
せ
る
。
平
成
三
十
一
年

度
か
ら
始
ま
る
「
特
別
の
教
科 

道
徳
」

へ
の
基
盤
と
な
る
よ
う
、
研
究
を
深
め

て
い
き
ま
す
。 

 (

二)

研
修
会 

 

研
修
会
は
、
昨
年
に
引
き
続
き
、
文

部
科
学
省
初
等
中
等
教
育
局
教
育
課
程

課
教
科
調
査
官
、
国
立
教
育
政
策
研
究

所
教
育
課
程
研
究
セ
ン
タ
ー
教
育
課
程

調
査
官
の
澤
田
浩
一
先
生
よ
り
、
「
『
特

別
の
教
科 

道
徳
』
に
向
け
た
授
業
改

善
と
評
価
の
取
組
」
を
演
題
に
、
ご
講

演
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

「
道
徳
科
の
目
標
の
構
造
」「
道
徳
教

育
に
係
る
評
価
等
の
在
り
方
に
つ
い

て
」「
道
徳
科
に
お
け
る
『
主
体
的
・
対

話
的
で
深
い
学
び
』
の
視
点
か
ら
の
授

業
改
善
に
つ
い
て
」「
道
徳
科
の
学
習
活

動
と
評
価
」
な
ど
、
具
体
的
で
大
変
内
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容
の
濃
い
ご
講
演
を
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
ま
た
、
百
部
用
意
し
た
資
料
が
、

す
べ
て
な
く
な
る
な
ど
、
参
加
者
も
多

く
熱
気
あ
る
研
修
会
に
な
り
ま
し
た
。 

 

 

 

二 

第
一
回
部
員
総
会
・
研
修
会 

  

平
成
三
十
年
八
月
二
十
一
日
（
火
）

中
野
サ
ン
プ
ラ
ザ
研
修
室
に
て
、
平
成

三
十
年
度
第
一
回
部
員
総
会
・
研
修
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

森
岡 

耕
平
会
長
の
あ
い
さ
つ
の
冒

頭
、
本
会
顧
問
の
佐
藤
義
太
郎
先
生
の

ご
逝
去
（
本
年
七
月
七
日
）
の
報
告
が

あ
り
ま
し
た
。
心
よ
り
ご
冥
福
を
お
祈

り
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 

来
賓
の
あ
い
さ
つ
と
し
て
、
本
会
顧

問
の
津
田
知
充
先
生
よ
り
、「
考
え 

議

論
す
る
道
徳
」
と
い
う
こ
と
が
、
注
目

さ
れ
て
い
る
が
。
昭
和
三
十
三
年
に
道

徳
の
時
間
が
特
設
さ
れ
た
際
か
ら
大
切

に
し
て
い
る
「
共
に
考
え
、
共
に
語
り

合
う
」
時
間
で
あ
る
こ
と
を
、
重
視
し

て
指
導
に
あ
た
っ
て
も
ら
い
た
い
と
の

お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

 

（
一
） 

部
員
総
会 

 

各
部
長
よ
り
、
進
捗
状
況
と
部
員
へ

の
周
知
事
項
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

特
に
、
第
四
十
七
回
関
東
甲
信
越
中

学
校
道
徳
教
育
研
究
大
会
山
梨
大
会
が
、

平
成
三
十
年
十
月
十
九
日
（
金
）
に
河

口
湖
南
中
学
校
で
実
施
さ
れ
る
こ
と
、

第
五
十
二
回
全
日
本
中
学
校
道
徳
教
育

研
究
大
会
兵
庫
大
会
が
、
平
成
三
十
年

十
一
月
一
日
（
木
）
・
二
日
（
金
）
に
、

神
戸
市
を
中
心
に
開
催
さ
れ
る
こ
と
が

報
告
さ
れ
ま
し
た
。 

 

（
二
） 

研
修
の
部 

①
今
年
度
の
研
究
経
過 

月
田
行
俊
研
究
部
長
よ
り
、
本
年
度

の
研
究
経
過
及
び
平
成
三
十
一
年
二
月

十
五
日
（
金
）
に
実
施
さ
れ
る
東
京
都

中
学
校
道
徳
教
育
研
究
会
研
究
発
表
大

会
の
概
要
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
ま
し

た
。 

 ②
第
五
十
二
回
全
日
本
中
学
校
道
徳
教

育
研
究
大
会
「
東
京
担
当
」
分
発
表

の
概
要
に
つ
い
て 

大
会
分
科
会
主
題 

「
未
来
を
切
り

拓
く
力
を
育
て
る
道
徳
」
第
五
分
科
会

「
道
徳
教
育
推
進
教
師
の
役
割
」
に
つ

い
て
、
発
表
者
で
あ
る
海
老
澤
宏
主
幹

教
諭
（
八
王
子
市
立
宮
上
中
学
校
）
よ

り
、
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

➂
第
四
十
七
回
関
東
甲
信
越
中
学
校
道

徳
教
育
研
究
大
会
「
東
京
担
当
」
分

発
表
の
概
要
に
つ
い
て 

第
一
分
科
会
「
考
え
、
議
論
す
る
道

徳
の
時
間
の
工
夫
」
に
つ
い
て
、
当
日

欠
席
さ
れ
た
発
表
者
城
戸
加
代
子
主
幹

教
諭
（
江
戸
川
区
立
葛
西
第
三
中
学
校
）

に
代
わ
り
、
月
田
行
俊
研
究
部
長
よ
り

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。 
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（
三
）
講 

評 

講
師
の
東
京
都
教
職
員
研
修
セ
ン
タ

ー
研
修
部
教
育
経
営
課
教
授 

で
あ
り
、

本
会
顧
問
で
も
あ
る
峯
川
一
義
先
生
よ

り
指
導
・
助
言
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。  

・「
特
別
の
教
科 

道
徳
」
に
つ
い
て 

・
道
徳
科
の
教
科
書 

・
道
徳
科
の
教
科
書
を
見
て 

・
来
年
度
ま
で
に
取
り
組
む
こ
と 

・
道
徳
科
の
授
業
で
考
え
る
こ
と 

（
主
題
に
つ
い
て
） 

・
教
材
の
活
用 

・
こ
れ
か
ら
の
道
徳
教
育
、
お
さ
え

ど
こ
ろ
の
内
容
に
つ
い
て
、
懇
切

丁
寧
に
お
話
し
さ
れ
ま
し
た
。 

多
く
の
参
加
者
が
、
熱
心
に
取

り
組
ん
だ
会
と
な
り
ま
し
た
。 

 

第
二
回
部
員
総
会
・
研
修
会
は
、

平
成
三
十
一
年
一
月
十
八
日
（
金
）

十
四
時
三
十
分
よ
り
、
中
野
サ
ン

プ
ラ
ザ
に
て
開
催
い
た
し
ま
す
。 

内
容
は
、
第
四
十
九
回 

東
京

都
中
学
校
道
徳
教
育
研
究
会
研
究

発
表
大
会
に
お
け
る
公
開
授
業
の

指
導
案
検
討
に
な
り
ま
す
。 

 

三 

第
四
十
九
回 

東
京
都
中
学
校
道

徳
教
育
研
究
会
研
究
発
表
大
会 

 
 

道
徳
教
育
の
一
層
の
充
実
・
発
展

の
た
め
、
東
京
都
中
学
校
道
徳
教
育

研
究
会
で
は
、
本
年
度
も
左
記
の
と

お
り
研
究
発
表
大
会
を
実
施
い
た
し

ま
す
。
多
数
の
方
の
ご
参
加
を
賜
り
、

ご
指
導
・
ご
助
言
を
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

（
一
）
大
会
主
題 

「
こ
れ
か
ら
の
道
徳
科
の
授
業
」 

 

（
二
）
期 

日 
 

平
成
三
十
一
年
二
月
十
五
日
（
金
） 

十
三
時
三
十
分
～ 

（
三
）
会 

場 

 
 

昭
島
市
立
福
島
中
学
校 

 

（
四
）
内 

容 

 

公
開
授
業
・
研
究
発
表
・
指
導
講
話 

 

（
五
）
講 

師 

 
 

国
立
教
育
政
策
研
究
所
教
育
課 

研
究
セ
ン
タ
ー
研
究
開
発
部 

 

教
育
課
程
調
査
官 

 
 

文
部
科
学
省
初
等
中
等
教
育
局 

教
育
課
程
課 

教
科
調
査
官 

 

澤
田 

浩
一 

氏 

 

平
成
三
十
年
度
の
活
動
計
画 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

研
究
部
長 

月
田 

行
俊 

 
 
 

 

江
東
区
立
大
島
西
中
学
校 

 

一 

研
究
主
題 

 

 

「
指
導
と
評
価
」 

二 

研
究
主
題
設
定
の
理
由 

 

学
校
に
お
け
る
道
徳
教
育
は
、
自

己
の
生
き
方
を
考
え
、
主
体
的
な
判

断
の
下
に
行
動
し
、
自
立
し
た
一
人

の
人
間
と
し
て
他
者
と
共
に
よ
り
よ

く
生
き
る
た
め
の
基
盤
と
な
る
道
徳

性
を
養
う
こ
と
を
目
標
と
す
る
教
育

活
動
で
あ
る
。 

そ
し
て
、
道
徳
教
育
は
、
社
会
の

変
化
に
対
応
し
、
そ
の
形
成
者
と
し

て
生
き
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
人
間

を
育
成
す
る
上
で
重
要
な
役
割
も
も

っ
て
い
る
。 

そ
の
た
め
、
学
校
や
生
徒
の
実
態

な
ど
を
踏
ま
え
て
、
設
定
し
た
目
標

の
達
成
を
目
指
し
、
道
徳
科
は
も
と

よ
り
、
各
教
科
、
総
合
的
な
学
習
の

時
間
及
び
特
別
活
動
の
そ
れ
ぞ
れ
の

特
質
に
応
じ
て
行
う
こ
と
を
基
本
と

し
て
、
あ
ら
ゆ
る
教
育
活
動
を
通
じ

て
適
切
に
行
わ
れ
な
く
て
は
な
ら
な

い
。 道

徳
科
が
目
指
す
も
の
は
、
道
徳

教
育
の
目
標
と
同
様
に
、
よ
り
よ
く

生
き
る
た
め
の
基
盤
と
な
る
道
徳
性
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を
養
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
中
で
、

各
教
科
、
総
合
的
な
学
習
の
時
間
及

び
特
別
活
動
に
お
け
る
道
徳
教
育
と

し
て
は
取
り
扱
う
機
会
が
十
分
で
な

い
道
徳
的
価
値
に
関
わ
る
指
導
を
補

う
こ
と
や
、
生
徒
や
学
校
の
実
態
等

を
踏
ま
え
て
指
導
を
よ
り
一
層
深
め

る
こ
と
、
相
互
の
関
連
を
捉
え
直
し

た
り
発
展
さ
せ
た
り
す
る
こ
と
に
留

意
し
て
指
導
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

る
。 道

徳
教
育
の
要
と
な
る
道
徳
科
の

目
標
は
、
道
徳
性
を
養
う
た
め
に
重

視
す
べ
き
よ
り
具
体
的
な
資
質
・
能

力
と
は
何
か
を
明
確
に
し
、
生
徒
の

発
達
の
段
階
を
踏
ま
え
て
計
画
的
な

指
導
を
充
実
す
る
観
点
か
ら
規
定
さ

れ
て
い
る
。 

そ
の
際
、
道
徳
的
価
値
や
人
間
と

し
て
の
生
き
方
に
つ
い
て
の
自
覚
を

深
め
、
道
徳
的
実
践
に
つ
な
げ
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
る
。 

道
徳
科
の
授
業
で
は
、
特
定
の
価

値
観
を
生
徒
に
押
し
付
け
た
り
、
主

体
性
を
も
た
ず
に
言
わ
れ
る
ま
ま
に

行
動
す
る
よ
う
指
導
し
た
り
す
る
こ

と
は
、
道
徳
教
育
の
目
指
す
方
向
の

対
極
に
あ
る
も
の
と
言
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。 

多
様
な
価
値
観
の
、
時
に
対
立
が

あ
る
場
合
を
含
め
て
、
自
立
し
た
個

人
と
し
て
、
ま
た
、
国
家
・
社
会
の

形
成
者
と
し
て
よ
り
よ
く
生
き
る
た

め
に
道
徳
的
価
値
に
向
き
合
い
、
い

か
に
生
き
る
べ
き
か
を
自
ら
考
え
続

け
る
姿
勢
こ
そ
道
徳
教
育
が
求
め
る

も
の
で
あ
る
。 

そ
の
た
め
に
は
、
「
道
徳
的
諸
価

値
に
つ
い
て
の
理
解
を
基
に
す
る
」

「
自
己
を
見
つ
め
、
物
事
を
広
い
視

野
か
ら
多
面
的
・
多
角
的
に
考
え
、

人
間
と
し
て
の
生
き
方
に
つ
い
て
の

考
え
を
深
め
る
」
「
道
徳
的
な
判
断

力
、
心
情
、
実
践
意
欲
と
態
度
を
育

て
る
」
と
い
っ
た
視
点
を
踏
ま
え
た

指
導
が
必
要
で
あ
る
。 

一
方
、
道
徳
科
で
の
評
価
で
は
、

学
校
の
実
態
や
生
徒
の
実
態
に
応
じ

て
、
教
師
の
明
確
な
意
図
の
下
、
学

習
指
導
過
程
や
指
導
方
法
の
工
夫
と

併
せ
て
適
切
に
考
え
る
必
要
が
あ
る

と
と
も
に
、
個
人
内
評
価
と
し
て
、

生
徒
の
学
習
状
況
や
道
徳
性
に
係
る

成
長
の
様
子
を
継
続
的
に
把
握
し
、

数
値
な
ど
で
は
な
く
、
記
述
に
よ
る

表
現
で
評
価
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い

る
。 ま

た
「
中
学
校
の
段
階
で
ど
れ
だ

け
道
徳
的
価
値
を
理
解
し
た
か
な
ど

の
基
準
を
設
定
す
る
こ
と
は
ふ
さ
わ

し
く
な
い
」
こ
と
や
、
「
道
徳
性
の

諸
様
相
を
分
析
し
、
学
習
状
況
を
分

析
的
に
捉
え
る
観
点
別
評
価
を
通
じ

て
見
取
ろ
う
と
す
る
こ
と
は
道
徳
科

の
評
価
と
し
て
は
妥
当
で
は
な
い
」

と
い
っ
た
指
摘
も
あ
る
。 

さ
ら
に
は
、
「
年
間
や
学
期
と
い

っ
た
一
定
の
時
間
的
な
ま
と
ま
り
の

中
で
、
学
習
状
況
や
道
徳
性
に
係
る

成
長
の
様
子
を
把
握
す
る
必
要
が
あ

る
。
」
や
、
「
一
面
的
な
見
方
か
ら

多
面
的･

多
角
的
な
見
方
へ
と
発
展

し
て
い
る
か
、
道
徳
的
価
値
の
理
解

を
自
分
自
身
と
の
関
わ
り
の
中
で
深

め
て
い
る
か
と
い
う
点
を
重
視
す
る

こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
」
と
い
う
基

本
的
な
考
え
方
も
示
さ
れ
て
い
る
。 

評
価
の
た
め
の
具
体
的
な
工
夫
と

し
て
「
生
徒
の
学
習
の
過
程
や
成
果

な
ど
の
記
録
を
計
画
的
に
フ
ァ
イ
ル

に
蓄
積
し
た
も
の
や
生
徒
が
道
徳
性

を
養
っ
て
い
く
過
程
で
の
生
徒
自
身

の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
累
積
し
た
も
の
を

評
価
に
活
用
す
る
」
こ
と
や
、
「
作

文
や
レ
ポ
ー
ト
，
ス
ピ
ー
チ
や
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
具
体
的
な
学

習
の
過
程
を
通
じ
て
生
徒
の
学
習
状

況
や
道
徳
性
に
係
る
成
長
の
様
子
を

把
握
す
る
」
等
の
例
示
も
さ
れ
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

小
学
校
で
は
、
今
年
度
よ
り
「
特

別
の
教
科 

道
徳
」
と
し
て
の
取
組

が
始
ま
っ
た
。 

道
徳
科
に
つ
い
て
通
知
表
に
記
載

す
る
自
治
体
も
あ
る
。 

そ
う
し
た
状
況
も
踏
ま
え
、
道
徳

科
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
、
ポ

イ
ン
ト
と
な
る
指
導
と
そ
の
指
導
を

さ
ら
に
よ
り
よ
く
す
る
た
め
の
評
価

及
び
、
生
徒
自
身
が
自
己
の
成
長
を

実
感
で
き
る
評
価
を
目
指
す
た
め
に

本
研
究
主
題
を
設
定
し
た
。 
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編
集
後
記 

一
一
九
号
を
お
届
け
し
ま
す
。
森
岡
会
長

の
下
、
動
き
出
し
た
都
中
道
研
の
活
動
も
三

十
年
度
の
半
ば
と
な
り
ま
し
た
。 

広
報
部
で
は
、
会
員
の
皆
様
に
、
様
々
な

情
報
が
お
伝
え
で
き
れ
ば
と
考
え
て
お
り

ま
す
。 

広
報
部 

江
戸
川
区
立
西
葛
西
中
学
校 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

中
村
清
忠 

 

調
布
市
立
第
五
中
学
校 

 

生
野
ま
ゆ
み 

立
川
市
立
立
川
第
五
中
学
校 

酒
井
佳
子 

大
田
区
立
出
雲
中
学
校 

 
 

佐
藤
正
敏 

世
田
谷
区
立
梅
丘
中
学
校 

 

廣
澤
和
子 

三 

研
究
部
の
組
織
と
活
動
計
画 

 
今
年
度
は
、
中
学
校
に
お
け
る
道

徳
科
の
教
科
書
が
採
択
さ
れ
る
年
で

あ
る
。 

こ
れ
ま
で
は
、
副
読
本
だ
っ
た
た

め
、
教
材
研
究
に
つ
い
て
も
、
特
段

気
に
す
る
こ
と
も
な
く
推
進
し
て
き

た
。 し

か
し
、
こ
れ
か
ら
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
自
治
体
が
採
択
す
る
教
科
書
を

踏
ま
え
る
必
要
が
あ
る
た
め
教
材
研

究
を
す
る
に
し
て
も
、
配
慮
す
る
必

要
が
生
じ
て
い
る
。
そ
う
し
た
こ
と

も
踏
ま
え
、
今
年
度
、
研
究
部
の
活

動
に
は
大
き
く
三
つ
の
柱
で
推
進
し

て
い
る
。 

 

第
一
は
、
毎
年
開
催
さ
れ
る
全
日

本
中
学
校
道
徳
教
育
研
究
大
会
及
び

関
東
甲
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
等
の
発

表
内
容
を
深
め
る
こ
と
で
あ
る
。 

平
成
三
十
年
度
は
、
全
国
大
会
は

兵
庫
で
開
催
さ
れ
、
東
京
都
は
、
第

五
分
科
会
「
道
徳
教
育
推
進
教
師
の

役
割
」
を
担
当
す
る
。 

ま
た
、
関
東
甲
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
大

会
は
山
梨
で
開
催
さ
れ
、
東
京
都
は

第
一
分
科
会
「
考
え
、
議
論
す
る
道

徳
の
時
間
の
工
夫
」
を
担
当
す
る
。 

こ
の
テ
ー
マ
を
踏
ま
え
、
各
提
案

者
が
毎
回
研
究
内
容
や
プ
レ
ゼ
ン
テ

ー
シ
ヨ
ン
資
料
を
紹
介
し
、
質
疑
応

答
に
よ
っ
て
協
議
を
深
め
て
い
る
。 

 

第
二
は
、
教
科
化
に
対
応
す
る
た

め
に
道
徳
教
育
を
実
践
す
る
部
員
の

裾
野
を
広
げ
る
こ
と
で
あ
る
。 

そ
の
た
め
、
毎
回
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
等
を
実
施
し
、
部
員
の
授
業
力
向

上
に
資
す
る
よ
う
に
し
て
い
る
。 

教
科
書
を
発
行
し
た
ど
の
出
版
社

に
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
「
二
通
の
手

紙
」
を
取
り
上
げ
、
教
材
研
究
を
行

っ
て
い
る
。 

指
導
案
作
成
に
当
た
っ
て
は
「
考

え
、
議
論
す
る
道
徳
」
と
い
う
視
点

「
主
体
的･

対
話
で
深
い
学
び
」
と
い

う
視
点
、
「
道
徳
的
諸
価
値
に
つ
い

て
の
理
解
を
基
に
す
る
」
「
自
己
を

見
つ
め
、
物
事
を
広
視
野
か
ら
多
面

的
・
多
角
的
に
考
え
、
人
間
と
し
て

の
生
き
方
に
つ
い
て
の
考
え
を
深
め

る
」
「
道
徳
的
な
判
断
力
、
心
情
、

実
践
意
欲
と
態
度
を
育
て
る
」
と
い

っ
た
視
点
、
「
本
時
の
具
体
的
な
評

価
」
と
い
う
視
点
も
踏
ま
え
て
議
論

し
、
研
究
部
と
し
て
提
案
で
き
る
指

導
案
と
な
る
よ
う
に
し
て
い
る
。 

こ
の
指
導
案
は
、
二
月
に
行
う
「

公
開
研
究
授
業
」
に
反
映
す
る
計
画

で
あ
る
。 

 

 

第
三
は
、
調
査
活
動
で
あ
る
。 

「
道
徳
教
育
の
充
実
に
係
る
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
」
を
、
こ
れ
ま
で
の
調

査
内
容
を
生
か
す
と
と
も
に
、
「
特

別
の
教
科 

道
徳
」
が
中
学
校
で
も

平
成
三
十
一
年
度
か
ら
施
行
さ
れ
る

こ
と
も
踏
ま
え
た
も
の
と
す
る
。 

各
校
で
先
行
実
施
し
て
い
る
こ
と

や
、
そ
の
準
備
に
向
け
て
多
様
な
取

組
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
も
想
定
し

て
、
調
査
を
実
施
す
る
。 

本
調
査
で
は
、
各
校
の
取
組
や
実

態
を
通
し
て
今
後
の
課
題
を
整
理
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
校
長
対
象

項
目
や
道
徳
教
育
推
進
教
師
対
象
の

項
目
を
設
定
し
、
道
徳
科
に
向
け
て

の
現
状
と
今
後
の
課
題
等
に
つ
い
て

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
す
る
。 
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